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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

いずれも計画どおり行うことができた。特に、各地区説明会は継続して行っていく必要があるので、定例化させて進めていきたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

よりコストのかからない関係情報の収集・発信の方法

②改革

提案

ホームページを用いた情報発信を強化する。

出席する会議の重要度をさらに厳しく吟味し、対施策効果の高い会議に優先して出席する。

総事業費①+② 2,361 2,035 8,759

人件費計（千円）② 0 6,794

1,763

正規職員所要時間 1,900

臨時職員所要時間

一般財源 2,361 2,035 1,965

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 2,361 2,035 1,965 1,763

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,763

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　環境モデル都市として行う事業に関する説明会を市内20地区で引き続

き開催。環境プランの第3次改訂を反映し、多様な主体の協働による取組

みを促進するため、飯田市の環境政策を出来る限り身近に感じ、何を目指

しどう理解していただく機会とする。

２　環境未来都市へのチャレンジを支援すべく、環境モデル都市や低炭素

都市推進協議会等の会議へ積極的に出席して国や他市の事例を積極的

に収集したり、当市の情報を発信するなどし、その成果を当市の政策にも

反映させる。

３　市域からのＣＯ２排出量調査を、従来の手法により年に１回行う。また、

現在国が検討しているＣＯ２排出量の市町村別排出量の新たな手法につ

いても、積極的に国に協力し、国との連携も深める。

１　説明会の開催回数（回）

２　会議への出席件数（回）

３　調査の実施回数（回）

20回（全地区実施）

のべ１２回

１回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１　環境モデル都市・飯田の特色ある環境政策は多くの方々から注目されており、全国に向けて情報発信をする。

２　環境モデル都市として行うその年度の事業の内容や、再生可能エネルギーに関する国等の動向等について、市民に対して説明会を開

催。市民の理解と協力を得て、多様な主体の協働による環境政策を推進する。

３　環境モデル都市である都市が構成する会議や、この制度を所管する内閣官房・環境省等が主催する連絡会議に出席し、当市の政策の

事例報告や必要な情報を取得し、当市の感情政策に反映させる。

４　地球規模で展開する公的な環境保護団体に加盟、必要な会議に出席し、国際的な情報発信、情報交換、意見交換を行い、当市の環

境政策に反映させる。

５　市域からのＣＯ２排出量調査を年１回行う

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

590 590 600

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

各地区で行う環境モデル都市事業の説明会への住民の

参加（人）

590

28年度見込み

飯田市の人口(人） 103947

意図（どういう状態

にするか）

飯田市の環境モデル都市の取組みに対する市民の理解

を深める。

向上させたい上位施

策の成果指標

飯田市全体が排出する温室効果ガス排出量（推計）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 市民

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 57 社会の低炭素化の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

課等名 地球温暖化対策課 係等名 地球温暖化対策係

事業種別 政策 開始 23 終了

事務事業名

会計 一般会計

環境モデル都市進行管理事業

57 事業№ 21 8平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 5 施策№


